
210 INTERNET magazine 2000/10 ビットレート：1秒間あたりの情報量を表す値で、単位はbps（bit per second）。同じ圧縮方式の場合、音質はこの値が大きいほどよい。ただし、そのぶん情報量も大きくなる。

本格派インターネットラジオついに登場

ストリーミングサービスを提供するサイトは

続々と登場し、質、量ともに向上している。イ

ンターネットラジオ局に加えて、CATVやADSL

などのブロードバンドユーザーに向けて

300kbps以上のビットレートでエンコードされ

た映像を配信する“インターネットテレビ局”

も急増中だ。しかし視聴にはすべてパソコンの

操作が必要だ。マウスで画面をクリックしてボ

タンを操作する煩雑さやパソコンの音源は、快

適に音楽を楽しむにはふさわしくないというこ

とが、ストリーミングの普及を阻む要因だった。

そこで登場するのがインターネットに接続で

き、スピーカーを用意すればパソコンを使わな

くてもネット上にあるラジオ局にチューンできる

インターネットラジオ専用のオーディオ機器だ。

昨年発売され、本誌でも何度か紹介した

Kerbangoのネットラジオ（写真左）などがも

っともポピュラーな例であろう。

いち早くネットラジオの世界に躍り出た

Kerbango社 は3Com社の一部門として

買収されたが、不況の影響を受けて部門ごと解

散してしまった。パソコンの価格と大差ないこ

とや、使いやすさを売りにできない未成熟さが

原因だろう。またネット家電の定着には回線イ

ンフラの充実や魅力あるサービスの提供など、

多くの課題が示されたともいえる。こうしたな

かで、独自の手法で定着を図る新世代のスト

リーミング対応オーディオ機器が生まれてきた。

www.kerbango.com

Kerbangoのインターネットラジオ。56kbps

モデムを内蔵し、ラジオ局リストをダウンロ

ードして利用する。ラジオ局のデータはマッ

キントッシュ用ソフト“iTunes”などでも利

用されているが、サービスはまもなく終了する。

インターネットラジオ
新時代への胎動

ストリーミング対応コンポから始まるネット家電の大逆襲

Phil ips FW-i 1000
www.audio.philips.com/fwi1000/fwi1000.asp

インターネット家電のなかでも先陣を切って普及すると目されてきた、
ストリーミング対応のオーディオ機器。普及を阻んできた壁を乗り越え
るべく、いくつかの製品を参考に最新のネットラジオ事情を探る。

林 岳里（はやしたけさと） takesato.com
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INTERNET magazine 2000/10 211DHCP（ディー・エイチ・シー・ピー／Dynamic Host Configuration Protocol）：ネットワークを使う際、IPアドレスやドメイン名などをマシンに自動的に割り当てるためのプロ
トコル。これを使うことで、個々のマシンに個別のIPアドレス等を設定する手間が省ける。

iM Networksは、すでに1年以上前から「PCコンパニ

オン」と呼ばれる、パソコンと一緒に使うタイプの

ネットラジオ“iRhythm”にもiM Radioのサ

ービスを提供している。パソコンのUSB

端子にベースユニット（無線レシー

バー：写真右下）を付けて、専

用 の無 線 リモコンである

“ iRhythm Remote Tuner

Hardware”から操作する。パ

ソコン本体にはiM Networks社

のウェブサイトで無償で提供され

て い る “ iMRadio Tuner

Software”をマシンにインストールして

おく。画面上でもソフトを操作できるが、コ

ントローラーでボリュームの調整やラジオ局のチュ

ーニングをする操作感はまさに普通のラジオそのものだ。

2000年6月に発売。当初Sonicboxという製品名で発売され、現在はAcer社から米国を中心に販売されている。価格は74ドル95セント

（Amazon.com による販売価格）。左側にA～Yの25ジャンルから選ぶ“band”ボタンのほか、ボリューム、再生、一時停止、ミュートなどの

ボタンがある。お気に入りの登録や、最大1ジャンルに32個登録されているラジオ局（ステーション）から選択するつまみなども用意されている。

OEM用サンプル機のフロント部分。

サンプル機の電源スイッチは背面にあり、他

にネットワーク用のEthernetポートと出力端

子としてオーディオピンプラグ（R/L）、ACア

ダプター用のDC INコネクターがある。

FW-i1000の使用例ホームルーターを通してインターネットへ

ストリーミング対応コンポ

まずはイーサネットポートを備えたストリーミ

ング対応コンポ、“FW-i1000”（210ページ写

真上）だ。フィリップス社はiM Networksと

いう会社からシステムライセンスのOEM供給を

受けている。コンテンツを配信するシステム部

分を担うiM Networks社は、“iM  Radio”と

呼ばれるストリーミングサービスを提供してい

る。ストリーミングによる受信はAM、FMのよ

うに既存のラジオの一部としてIM（インターネ

ットモジュレーション）として組み込まれてい

る。この製品ではジャンル、言語、地域の3つ

のBandが用意されている。最大1000局まで

対応しており、2001年8月現在で600以上の

ステーションが楽しめる。

FW-i1000は今秋にも北米地域で販売される

予定だが、ネットラジオ単体で製品化されるこ

とも望まれる。

今回はチューナー部分のみのサンプル機を借

りてテストを行った。背面（写真右）にはデス

クトップPCのようにイーサネットポートが用意

されており、ケーブルを接続すると自動的にサ

ーバーから最新のメニューをダウンロードして、

あとは好きなステーションにチューンする仕組

みだ。DHCPのほか、固定IPやプロキシーも設

定できる。FW-i1000 と比べるとグラフィック

イコライザーなどが省略されたシンプルなフロン

トだが（写真右下）、ジャンルとステーション

がディスプレイに表示される。実際にテストし

てみたところ、ISDN接続（64kbps）では曲が

途切れてしまった。ステーションやジャンルの

切り替え時に10秒前後のもたつきが感じられ

る。次に、筆者の自宅でCATV によるテストを

したところ（推定スループット下り2.73Mbps）、

こちらは問題なく曲が配信された。

ステーションによっては接続時に時間がかか

るところもあったが、一度セッションが確立さ

れれば切り替え時にもたつくこともない。ソニ

ーのパソコン用スピーカー“SRS-Z750PC”を

接続してチェックしたが、音質は通常のインタ

ーネットラジオより若干良く感じられた。マシ

ンの内部からノイズを拾いやすいパソコンより

も、専用の機器を使ってサウンドを出力してい

るので、音質面は今後さらなる向上が期待でき

そうだ。

インターネット 

ホームルーター 

イーサネットケーブル 

iRhythm iM Radio Tuner
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212 INTERNET magazine 2000/10 バナー：「バナー」のもともとの意味は「横断幕」。ホームページ上に表示される、横長の四角形に収まるように作られた広告・宣伝用の画像のことを指す。ロゴや動画を見て興味をひか
れた人々がアクセスしやすいように、リンクを張っていることが多く、ウェブ上における宣伝の手段として広く使われている。

広告モデルの効率性を

高めるiM Networksの工夫

さて、製品をひととおり紹介したところで、

インターネットラジオの展開と課題を大まかに

まとめてみよう。左の図のように、サイトごと

に微妙に異なるものの、複数の企業の連携によ

って作られているタイプが多く、この3つのカテ

ゴリーをクロスさせたサービスも多い。

しかし、いずれのタイプでも、ウェブサイト

に比べると倍以上のコストがかかるストリーミ

ングコンテンツの配信を商業メディアとして維

持するためには、単に収益を確保する仕組みを

作るだけでは不十分だ。広告を中心としたビジ

ネスモデルの場合は、視聴者のプロフィールを

限定するなど、効果的に販売に結びつけるバッ

クエンドの仕組みが重要になる。コマースサイ

トやプロモーションタイプも同様で、サービス

の効率を上げ、収益を最大化するために配信タ

ーゲットを明確にするという課題が生まれる。

iM Networks 社の提供するiM RadioではIP

ベースで地域を判別して、必要に応じて地域ご

とに広告を差し替えるシステムが用意されてい

る（213ページ上の図を参照）。地域の特定や

ユーザーのプロファイリングが可能になること

で、マスをターゲットにしているこれまでのラジ

オの広告ビジネスから、ターゲットを絞った効

果的なマーケティングツールへの移行が初めて

可能となる。また、ユーザーにとっても、自分

と関係のない広告を受け取るよりも必要な情報

が盛り込まれている広告が配信されることによ

って必要な情報にアクセスできる確率は高まる。

結果として発信者と受け手の両方にメリットの

あるサイクルが作り上げられるのである。

ハードとサービスを

結ぶためのシステム作り

もともとストリーミング対応のオーディオ機

器は、インターネット家電のなかでも先陣を切

って普及が進む分野になるという期待が寄せら

れてきた。しかし確立されていないインターネ

ットアプライアンスの市場は折からの不況も相

まって、その将来性が疑問視されている。

そもそもストリーミングはリビングの主役で

あるテレビの座を奪うためでなく、多くのコン

テンツを楽しむために発展してきた。コンテン

D広告タイプ
単純に番組の中で広告を入れたり、プレイヤーソフトやウェブページにバナーを表示させたり、す

る。現状のラジオにもっとも近い収益の上げ方。

Dコマースタイプ
ラジオ番組の内容と関連した商品を掲載して販売へリンクさせる。CD、DVD などの音楽系には

じまり、あらゆる商品が対象となる。

Dプロモーションタイプ
レーベルが所属アーティストの紹介などを目的として行う。

ポータルサイトのキラーコンテンツとして行う。

RadioVH1
www.vh1.com

1Groove.com
www.1groove.com

NetRadio.com
www.netradio.com

i-Radio
www.i-radio.fm

@MUSICRADIO
atmusic.avexnet.or.jp

リッスンラジオ
www.listen.co.jp/radio.xtp

従来のネットラジオの展開

ストリーミング対応コンポから始まるネット家電の大逆襲
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現在選曲できるラジオ局のリスト 

ラジオ局のURL

CM 番組 番組 CM番組 

インターネットラジオ局 iM Radio対応のオーディオ機器（各メーカーにライセンス） 

ユーザーの地域、 
言語などの情報 

ユーザーのプロフィールに合わせた内容のCMを挿入 

CM配信サーバー チューニングサーバー 

iM Networks

INTERNET magazine 2000/10 213リアルプレイヤー：リアルネットワークス社が開発した、ストリーミング用の音声、動画再生ソフト。最新版はリアルプレイヤー8。ストリーミングビデオ、オーディオの業界標準となって
いる。

ツごとに異なるフォーマットが使われ、バージ

ョンアップすることも多いインターネットの世界

では、ある特定のシステムを採用してしまうと

汎用性が失われてしまう恐れがある。そのため、

汎用性や利便性で優位に立つパソコンと競争で

きるネット家電を作り出せるかどうかは、特に

ストリーミング対応オーディオの分野では重要

な問題として取りざたされてきた。

今回紹介したiM Radioの仕組みを提供する

iM Networks社は、あくまでもサービス提供に

注力したものであって、ハードウェアの設計、

製造、販売やコンテンツを制作するインターネ

ットラジオの部分はそれぞれの専門企業に任さ

れている。iM Networks自身はマーケティング

に集中できるようにしており、広告代理店など

と協力してグローバルなマーケットを確立しよ

うとしている。インターネット家電が製品とし

ての使い勝手や魅力を高めるためには、大手メ

ーカーのブランド力や機器そのものについての

高い技術力がどうしても必要となる。こうした

背景から、今後は新しい製品カテゴリーが確立

されるにあたって、製品とコンテンツ、あるい

は製品とサービスを結びつけるシステム作りが

重要になってくる。iM Networksはその核の部

分にいち早く着目してサービスを展開しようと

しているのである。

製品の登場も本格化

「融合」がネット家電の起爆剤

ソニーによる500ドルのネット端末“e Villa”

やマイクロソフトのXboxなどのゲーム機もま

た、インターネット家電の持つホームサーバー

としての可能性を持っている。プレイステーシ

ョン2などはリアルプレイヤーを搭載し、ストリ

ーミングプレイヤーの部分をオーディオ機器と

争う。とはいっても、パソコンとの激しい競合

は避けられないうえに、テレビのようにインタ

ーネット上の動画コンテンツを楽しむにはまだ

帯域幅が不足しているなど、課題も多い。

そんななか、MD、DVDに続くヒット商品が

生まれてこない日本の家電メーカーにとって、

インターネットラジオに対応したオーディオ機

器は大きなチャンスだ。今後はプリントサーバ

ーや無線LANのトランスミッターなどさまざま

な機能を搭載して、ルーターが家庭におけるブ

ロードバンドの要へと変化するかもしれないし、

携帯電話やカーステレオなどにもネットラジオ

の機能が相乗りするようになる可能性すら考え

られる。ブロードバンドコンテンツの主役がま

だ登場していないいま、コンピュータから家電

までさまざまな業界がインターネットアプライア

ンスへシフトする開発競争が始まった。

本稿の執筆中にエリクソン社もiM Networks

のライセンス供給を受けて、ストリーミング対

応ラジオを2002年春に欧米の一部で販売する

と発表した。また同時期にBOSEからもパソコ

ンに接続するタイプのネットラジオが登場する。

いま電波による地域制限のないストリーミン

グ対応ラジオが、ネット家電の先鋭として再び

評価されるときがやってきた。それは成功する

か否かというレベルにとどまらない。多くのメ

ーカーやコンテンツ提供者を巻き込み、さまざ

まな機器との競争や融合を伴って、新しい生活

スタイルを生み出す予兆なのである。

iM Networks社のウェブサイト。iM Tuner用

ソフト（CD -ROM収録先：Å Win →

Sonicbox）のダウンロードも可能。

www.imnetworks.com

BOSEによる“Wave PC”。オーディオ機器

メーカーがこぞってストリーミング対応製品を

投入する時期が到来した。

www.bose.com/home_audio/
interactive_systems/wave_pc/

エリクソンもiM Networksのライセンスを結

び、インターネットラジオを送り出す。

www.ericsson.com

iM Networksの展開
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